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自
立
更
生
表
彰

　

障
が
い
を
克
服
し
、
自
立
更

生
し
た
方
。

�
仲
ア
サ
子
（
ひ
ば
り
が
丘
）、

富
永
夕
貴
子
（
相
模
が
丘
）
、

山
本
志
津
果
（
座
間
）

福
祉
功
労
感
謝

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
協

力
し
た
方
。

稲
垣
美
子
（
座
間
）
、
梶
原
キ

ミ
ヨ
（
四
ツ
谷
）
、深
瀬
巴（
新

田
宿
）
、�
田
要
子（
新
田
宿
）、

若
林
尚
夫
（
相
武
台
）

福
祉
作
文
入
賞
者

◆
最
優
秀
賞　

▽
小
学
校
１
・

２
年
生
の
部
＝
識
名
瑠
菜
（
立

野
台
小
学
校
２
年
）
▽
小
学
校

３
・
４
年
生
の
部
＝
加
藤
葵（
立

野
台
小
学
校
４
年
）
▽
小
学
校

５
・
６
年
生
の
部
＝
西
尾
彩
花

（
座
間
小
学
校
５
年
）
▽
中
学

生
の
部
＝
松
尾
美
穂
（
南
中
学

校
２
年
）

◆
優
秀
賞　

▽
小
学
校
１
・
２

年
生
の
部
＝
菅
原
雷
斗
（
ひ
ば

り
が
丘
小
学
校
２
年
）
、
小
暮

郁
子
（
中
原
小
学
校
２
年
）
▽

小
学
校
３
・
４
年
生
の
部
＝
中

神
裕
久
美（
栗
原
小
学
校
３
年
）、

野
上
紗
生
（
相
武
台
東
小
学
校

４
年
）
▽
小
学
校
５
・
６
年
生

の
部
＝
山
�
結
芽
（
ひ
ば
り
が

丘
小
学
校
６
年
）
、
向
山
実
咲

（
東
原
小
学
校
６
年
）
▽
中
学

生
の
部
＝
宮
�
葵
（
栗
原
中
学

校
２
年
）
、
八
木
瑞
希
（
南
中

学
校
３
年
）

◆
佳
作　

▽
小
学
校
１
・
２
年

生
の
部
＝
茂
木
智
也
（
ひ
ば
り

が
丘
小
学
校
２
年
）
、
▽
小
学

校
３
・
４
年
生
の
部
＝
清
水
琉

夏
（
相
模
が
丘
小
学
校
３
年
）、

加
藤
楓
馬
（
旭
小
学
校
３
年
）、

見
越
悠
成（
栗
原
小
学
校
４
年
）、

小
櫃
梨
衣（
東
原
小
学
校
４
年
）

▽
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
＝

三
宅
湧
也
（
相
武
台
東
小
学
校

５
年
）
、
前
川
成
瑠
（
ひ
ば
り

が
丘
小
学
校
５
年
）
、
増
川
こ

こ
ろ
（
立
野
台
小
学
校
５
年
）、

佐
久
間
駿
汰
（
座
間
小
学
校
６

年
）
▽
中
学
生
の
部
＝
北
村
真

　

看
護
職
の
人
材
育
成
を
目
的

と
し
て
「
看
護
師
等
奨
学
生
」

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
免
除

条
件
を
満
た
す
方
の
償
還
を
免

除
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
人
数　

３
人
程
度

○
貸
付
額　

授
業
料
相
当
額（
上

限
月
額
３
万
円
）

○
貸
付
期
間　

申
請
月
か
ら
卒

業
す
る
ま
で

○
免
除
条
件　

卒
業
翌
月
か
ら

貸
付
期
間
と
同
等
期
間
市
内

で
看
護
職
を
継
続

○
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面

接

子
（
栗
原
中
学
校
２
年
）
、
小

川
芳
野
（
南
中
学
校
２
年
）
、

常
野
望
愛
（
南
中
学
校
２
年
）、

小
畑
郁
弥
（
南
中
学
校
３
年
）

福
祉
標
語
入
選
者

◆
最
優
秀
賞　

澤
田
芽
（
東
中

学
校
２
年
）

◆
優
秀
賞　

南
平
夏
果
（
東
中

学
校
３
年
）
、
清
水
�（
座
間
）

◆
佳
作　

高
橋
千
歩
（
座
間
小

学
校
２
年
）
、
河
治
美
和
（
相

武
台
東
小
学
校
４
年
）
、
小
川

桃
子
（
座
間
中
学
校
１
年
）
、

和
田
実
優
（
南
中
学
校
１
年
）

市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

�
村
幹
郎
（
ひ
ば
り
が
丘
）
、

畠
山
ま
ち
子
（
ひ
ば
り
が
丘
）、

大
友
奉
（
緑
ケ
丘
）
、
座
間
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
（
入
谷
）
、
ざ
ま

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
入
谷
）
、
座
間
地
区
更

生
保
護
女
性
会
（
座
間
）
、
ひ

ば
り
が
丘
第
二
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
ひ
ば
り
が
丘
）
、
皆

原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
入

谷
）市

社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝

島
村
利
明
（
入
谷
）
、
青
木
友

子
（
相
模
が
丘
）
、
皆
原
し
ら

か
し
会
（
入
谷
）
、
小
松
原
い

き
い
き
会
（
小
松
原
）

福
祉
功
労
者
な
ど
を
表
彰

福
祉
功
労
者
な
ど
を
表
彰

担
当 

福
祉
長
寿
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
2
4
7

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

「
看
護
師
等
奨
学
生
」
募
集

「
看
護
師
等
奨
学
生
」
募
集

担
当 

医
療
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
2
9
5

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

　

看
護
職
の
復
職
を
検
討
し
て

い
る
方
の
不
安
を
軽
減
し
、
職

場
復
帰
を
目
指
す
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月
９
日
（
木
）

１１

午
前
９
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

市
休
日
急
患
セ
ン

タ
ー

○
内　

容　

採
血
・
静
脈
内
注

射
・
輸
液
ポ
ン
プ
実
習
、
市

看
護
師
復
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

看
護
師
復
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

担
当 

医
療
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
2
9
5

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

○
応
募
方
法　
　

月
２
日（
月
）

１０

〜　

日
（
火
）
に
申
請
書
、

３１
申
請
者
の
住
民
票
の
写
し（
未

成
年
は
法
定
代
理
人
の
住
民

票
の
写
し
）
、
連
帯
保
証
人

二
人
分
の
住
民
票
の
写
し
と

所
得
証
明
書
（
１
年
度
分
）、

入
学
・
在
学
証
明
書
、
授
業

料
を
証
明
す
る
書
類
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
を
〒
２
５

２－

８
５
６
６
座
間
市
役
所

医
療
課
宛
て
に
書
留
で
郵
送

（
必
着
）
ま
た
は
直
接
担
当

へ

　

友
好
交
流
都
市
福
島
県
須
賀

川
市
の
団
体
と
の
意
見
交
換
会

や
日
本
三
大
火
祭
り
で
あ
る「
松

明
あ
か
し
」
の
見
学
な
ど
を
行

う
団
体
交
流
ツ
ア
ー
の
参
加
団

体
を
募
集
し
ま
す
（
交
通
・
宿

泊
費
無
料
）
。
詳
し
く
は
、
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
土
）

１１

１１

〜　

日
（
日
）

１２

○
対　

象　

須
賀
川
市
に
同
種

の
団
体
が
あ
る　

人
以
上
の

１０

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

○
定　

員　

１
団
体　

人
（
多

１５

数
抽
選
）

○
申
込
方
法　
　

月　

日（
金
）

１０

１３

ま
で
に
団
体
名
、
団
体
代
表

者
名
（
ふ
り
が
な
）
、住
所
、

電
話
番
号
、
応
募
人
数
を
明

記
し
団
体
の
活
動
内
容
が
分

か
る
も
の
を
添
付
し
て
〒
２

５
２－

８
５
６
６
座
間
市
役

所
渉
外
課
宛
て
に
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
担
当
へ

須
賀
川
市
団
体
交
流
ツ
ア
ー

須
賀
川
市
団
体
交
流
ツ
ア
ー

参
加
団
体
募
集

参
加
団
体
募
集

担
当 

渉
外
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
0
3
5

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

　

市
で
は
売
上
の
増
加
を
目
的

と
し
た
店
舗
の
改
装
・
改
修
な

ど
に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

○
対　

象　

市
商
工
会
の
会
員

で
、
市
内
で
１
年
以
上
事
業

を
営
む
事
業
者

○
業　

種　

小
売
、
飲
食
サ
ー

ビ
ス
ま
た
は
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業

○
経　

費　

内
外
装
工
事
や
設

備
工
事
に
要
す
る
費
用

　

※
市
内
事
業
者
で
の
施
工
に

限
る
。

○
補
助
金
額　

経
費
の
２
分
の

１
の
額
（
上
限　

万
円
）

５０

○
申
請
方
法　
　

月　

日（
火
）

１０

３１

ま
で
に
市
役
所
４
階
商
工
観

光
課
で
配
布
す
る
補
助
金
交

付
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

事
業
計
画
書
、
登
記
事
項
証

明
書
（
法
人
）
ま
た
は
住
民

票
の
写
し
（
個
人
）
、
座
間

市
商
工
会
長
の
推
薦
書
な
ど

を
添
付
し
担
当
へ
持
参
（
郵

送
は
不
可
）

店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
補
助

店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
補
助

担
当 

商
工
観
光
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
0
4

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

内
病
院
紹
介
な
ど
（
予
定
）

　

※
希
望
者
は
病
院
見
学
が
で

き
ま
す
。

○
対　

象　

就
業
先
が
決
ま
っ

て
い
な
い
保
健
・
助
産
・
看

護
・
准
看
護
師
資
格
保
持
者

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

○
申
込
方
法　
　

月
２
日（
月
）

１０

〜　

日
（
火
）ま
で
に
電
話
、

３１
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
担
当

へ

　

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
功
労
者
な
ど
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
受
賞
者
は
、次
の
通
り
で
す（
敬

称
略
）。

　

毎
年　

月
１
日
は
「
浄
化
槽

１０

の
日
」
で
す
。浄
化
槽
の
検
査
・

点
検
・
清
掃
を
し
て
適
切
な
状

態
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
検
査

　

県
知
事
指
定
の
検
査
機
関
が
、

外
観
・
機
能
の
検
査
や
記
録
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
（
一
財
）
県
労
働
衛
生
福

祉
協
会
1
０
４
５
（
３
３
３
）

８
７
２
７
へ
。

保
守
点
検

　

県
の
登
録
業
者
が
、
浄
化
槽

の
運
転
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

　

月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

１０１０担
当 

資
源
対
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
5
9

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
6
1
6

す
。
詳
し
く
は
、
（
公
社
）
県

生
活
水
保
全
協
会
1
０
４
５（
８

３
０
）
５
７
２
０
へ
。

清
掃

　

市
の
許
可
業
者
が
、
浄
化
槽

に
た
ま
っ
た
汚
泥
を
取
り
除
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
（
株
）
ジ

ェ
ー
シ
ー
1
０
４
６（
２
３
１
）

４
２
２
７
へ
。

　

そ
の
他
浄
化
槽
に
関
す
る
詳

細
は
、
厚
木
保
健
福
祉
事
務
所

環
境
衛
生
課
1
０
４
６
（
２
２

４
）
１
１
１
１
へ
。


